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高松市平和記念館

〒760-0068
　高松市松島町一丁目15番１号
　　　　　　　　　たかまつミライエ５階
　TEL（087）833-2211／FAX（087）833-2244

高松市平和記念館
　戦前の高松から始まり、空襲、終戦、復興、平和への取組み

へと至る展示を見学することで、歴史の時間の流れを学ぶとと

もに、未来の平和を考えるきっかけを作ることができる記念館

です。

 ご案内

 交通アクセス

午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）

火曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始（12月29日～翌年１月３日）

無料

開館時間

休 館 日

入 館 料

●電車でお越しの方

●バスでお越しの方

●車でお越しの方

非核平和都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願望である。
　しかるに、米、ソ超核大国を中心とする核軍拡競争はま
すます激化し、世界の平和と安全に重大な脅威と危機をも
たらしている。
　われわれは、世界唯一の核被爆国民として、この地球上
に広島・長崎の惨禍を再び繰り返してはならないと強く訴
える責務がある。
　よって、高松市は、平和憲法の精神にのっとり、「非核
三原則」を将来ともに遵守するとともに、あらゆる国の、
あらゆる核兵器の廃絶と軍備縮小を全世界に強く訴え、も
って世界の恒久平和の実現を目指し、ここに高松市議会の
総意により「非核平和都市」を宣言する。
　　　　　　　　　　　　　　昭和59年12月24日
　　　　　　　　　　　　　　高松市議会

■高松空襲（昭和20年７月４日）の被害状況

●爆撃機数／Ｂ29爆撃機116機（うち案内機12機）
●空襲時間／７月４日午前２時56分～４時42分（106分）
●投下爆弾／通常爆弾24トン、焼夷弾809トン
●被害面積／3.85平方キロメート（旧市街地の80％）
●被害建築物／18,913戸（うち住宅16,418戸）
　　　　　　　全焼 18,505戸（うち住宅16,108戸）
　　　　　　　半焼 408戸（うち住宅310戸）
●罹災者／86,400人　●死　者／1,359人
●負傷者／1,034人  　●行方不明者／186人

たかまつミライエ

P E A C E  M E M O R I A L  M U S E U M

ことでん志度線「今橋」駅下車　徒歩５分

まちなかループバス「高松商業西」バス停下車　

徒歩５分

ことでんバス下笠居線「松島町」バス停下車すぐ

たかまつミライエ南側、立体駐車場をご利用ください。

駐車料金：25分100円／駐車台数：112台（2.1ｍ以下）

　   たかまつミライエ入館者は１時間まで無料



 

レファレンス 高松空襲（昭和20年7月4日）

終戦・戦後の高松  

戦前・戦時下の高松  

収蔵庫 

映像学習室  

平和への取組み・核兵器の廃絶  

倉庫 

事務室 

企画展示
 

出征の朝・戦争への道・戦時下の苦しい生活・統
制下の世相・防空偽装・おばあちゃんお話して

　出征する兵士を見送る家族の場景を中心に、太平洋

戦争に至るまでの経緯、配給制・代用品・金属回収
などの物不足の生活実態や当時の貧しい食事、町内
会・隣組・勤労奉仕など戦争へ向けての総動員体制
、学童集団疎開、徴兵制、防空偽装など、戦前・戦
時下の様子を紹介しています。

戦前・戦時下の高松

映像検索コーナー「おばあちゃんお話して」

映像学習室・企画展示コーナー・映像視聴　
コーナー・図書閲覧コーナー

「戦争中の暮らし（衣食住）」・「戦争中の子ども
たち（教育）」・「戦争中の社会（経済や制度）」
の三つ映像を、自由に選択して見ることができるも
ので、おばあちゃんが孫娘に、戦争中のことをわか
りやすく語りかけます。

高松空襲６人の証言

　実際に高松空襲に遭われた６人の市民の方が、焼
夷弾の火の雨、地軸をゆるがす爆発音、炎の海、焼
け野原となった街、生と死が隣り合わせの地獄の一
夜、家族を失った苦しみなど高松空襲の体験を伝え
ます。

高松市のジオラマ

　高松市の市街地の白い模型に、高松空襲の様子や、
空襲による被害状況、空襲後の写真と現在の写真を
投影し、高松空襲を分かりやすく伝えます。

高松空襲（昭和20年７月４日）
高松空襲と焦土の街・高松空襲・高松空襲６
人の証言・高松市のジオラマ

　高松空襲を受けて焦土と化した街にぼう然と立ちす

くむ家族の場景を中心に、焼夷弾の原寸大模型、焼夷

弾の頭部・弾筒部や空襲被災硬貨など実物資料、模型

に映像を投影し高松空襲の様子を再現する高松市のジ

オラマやマジックビジョンなどで、高松空襲の被害の

状況を明らかにしています。

終戦・戦後の高松
再開の日・終戦と民主化・焼け跡の暮らし・戦
争がもたらした惨禍と労苦・よみがえる高松市

　復員してきた兵士を迎える家族の喜びの場景を中心

に、太平洋戦争終結までの経緯や戦後の日本の民主化

、広島・長崎の原爆被害、闇市など戦後の苦しい市民

生活、戦争の犠牲者、復員・引揚げ、シベリア抑留、

中国残留孤児、本市の復興など、終戦・戦後の様子を

紹介しています。

国際平和に向けて・原爆の脅威・平和・核兵
器廃絶に向けた取組み

　非核平和都市宣言や高松市民の願いを始めとする高

松市の国際平和に向けた取組みや、原爆の被害の実相

及び原爆の特徴、核兵器廃絶や世界の恒久平和に向け

た世界や、高松市が加入・加盟する日本非核宣言自治

体協議会及び平和首長会議の取組みなどを紹介してい

ます。

平和への取組み・核兵器の廃絶


